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論文内容の要旨

中間エネルギ一入射粒子による(粒子， xnyp 7) 核反応での前平衡及び、11.衡核反応過程をその崩

壊過程で放出される中性子とガンマ線を調べることによって研究した。 90および~120MeVの入射アル

ファ粒子による 164Dy (α ， xn 7) 反応と 60MeVの入射陽子による 165Ho (α ， xnγ) 反応からの中性

子は，残留核固有のガンマ線と同時計数することで測定された。その結果，前平衡過程の特徴的なぶ

るまいが，放出された中性子の運動エネルギーの和が大きな領域(放出される粒子数の少ない領域)

で見い出された。(粒子， xn 7) 反応の断面積及び放出された中性子のエネルギ一分布と角度分布は

エキサイトンモデルに基づいた，前平衡核反応過程と平衡核反応過程を表わすモデルで解析され実験

値を良く再現した。例えば120MeVアルファ粒子による (α ， xn 7) 反応の断面積はσ=0.7~σ( 3, 

x-3)+0.3~σ(2 ， x-2) と表わされた。ここで σ (n p ， ne) は np個の前平衡過程で、の中性子放出とそ

れにづつぐ平衡過程からの ne個の中性子蒸発をともなった反応断面積を表わす。他の種々の反応も同

様に表わされる。(粒子， xn 7) 反応によって励起された基低回転準位のスピン分布の中央値1m が種

種の入射粒子と入射エネルギーに対して求められ，広い入射エネルギ一範囲で一定であることが明ら

かにされた。

基低回転準位 (K= 0) の励起強度と基低回転準位と閉じスピンを持ち， Kスピンの大きく異なった

準位 (Kキ 0) の励起強度の比，すなわち K 申アイソマー比が1820S と 172 ， 174 Hf 核で種々の入射粒子と

広い入射エネルギ一範囲で調べられた。その結果K-アイソマー比が，入射粒子の質量に依存し，陽子

の時には他の複合粒子に比べて1. 5- 2 倍になることが見い出された。
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論文の審査結果の要旨

核子当りのエネルギーが核内核子フェルミエネルギー (30~40MeV)程度の中高エネルギ一入射粒

子による原子核反応では非平衡状態過程が重要になり，最近の核反応機構の新しい重要問題となって

いる。

この論文は核物理研究センターの最新大型サイクロトロンからの120MeVα 粒子を用い，非平衡過程

核反応を研究した。特に実験測定技術として核反応過程で放出される中性子と Y線を同時計数するこ

とに世界で初めて成功し，核反応のチャンネル別に分離して非平衡過程機構を明らかにした。また，中

重核の核反応で重要な中性子のエネルギ一角分布測定を行うことによって，今まで平衡過程が主であ

ると考えられていた (α ， xn y) 反応の中性子が明らかに90度非対称を示すことを初めて明らかにし，

非平衡過程であることを実験的に示した。また角運動量が非平衡過程で放出される中性子が可成りも

って出ることがわかった。

これらの非平衡過程反応機構を，励起子モデルを基礎とした非平衡一平衡の二過程機構で解析し，

実験結果を再現することに成功した。その結果，非平衡過程で放出される中性子数，その平均エネル

ギー，非平衡状態での平均励起子数等のことが初めて明らかにされた。

以上の実験，測定技術，実験結果，解析はいずれも世界の先駆的なものであり，原子核反応機構の

面で新しい進歩をもたらした。従ってこの論文は理学博士の学位論文として十分価値のあるものと認

める。

-72-




